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そ の 他

【Journal of wellness and health care Vol.41 No.1 修正について】
　Journal of wellness and health care Vol.41 No.1（2017 年 8 月発行），p167 ～ 170「X 線屈折コントラスト法におけ
る屈折角分解能の回折条件依存性，岡本博之　他」の p169 に掲載されている表 １ について，著者より以下のとおり
修正の連絡がありましたので，お知らせいたします。

修正前

➡

修正後
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X線屈折コントラスト法における屈折角分解能の回折条件依存性

直方向に移動しつつ、20 回に分けて撮影を行った。

　結果
　ファントムの A、B 境界近傍を相対強度 2/4 の高角側
で撮影した像を、図４に示す。図には得られた結果のう
ち、h=0~60mm の範囲を示している。矢印は A、B の

境界である。h の値が大きい程、境界部分でのコントラ
ストは高く、小さい程コントラストは低くなっている。
　得られた結果から、限界の h の値をもとめるため、次
のような判断を行った。まず、境界近傍の A、B の各部
分で h 方向に沿って強度分布をもとめ、それぞれ IA（h）、
IB（h）とする。次に、得られた各 h － I 曲線について、
平均値を中心とした分散 V をもとめる。さらに、式⑷に
従って、２つの部分の強度差∆ I（h）をもとめる。

∆I（h）＝IA（h）－IB（h）　　　⑷

そして、h を増したとき初めて式⑸を満足する位置をコ
ントラストが判別できる h の限界値 hmin とした。

V＜∆I（h）2　　　⑸

得られた hmin の値を式⑵に適用することで、屈折角分解
能が得られる。表１に、今回使用した条件について得ら
れた hmin の値と屈折角分解能を示す。得られた分解能の
値は、いずれも 0.1µrad のオーダーであった。

　考察
　結果より、KEK-PF のビームライン BL-14B により
31keVでDEI法の実験を行う場合、およそ0.1µradのオー
ダーまでの屈折角を検出できることが分かった。また、
分解能が最も良いのは低角、高角ともにアナライザーを
最大強度の 2/4 に設定した時であった。X 線回折理論に
よると、理想的なロッキングカーブは最大強度に近いほ
ど傾きの絶対値が増す 17）。そのため、最大強度に近い条
件ほど屈折角を回折強度の変化に変換する際の効率が良
くなり、屈折角分解能は増すと予想される。しかし、得
られた結果はこの予想とは異なっていた。これは、現実
の実験においては、光源からの X 線ビームの振動、コ
リメーターやアナライザーなどの光学系の揺らぎ等が存
在するため、理想的なカーブにならないことが予想され
る。改めて、図１に示したロッキングカーブを観察する
と、最大強度の 2/4 に比べて最大強度付近での傾きの絶
対値は小さくなっている。つまり、DEI 法で通常使用さ
れるアナライザーの回折条件である、最大強度の 2/4 位
置付近が最も分解能が良いことが定量的に示された。こ
のことは今回の評価により、初めて確認することができ
た。さらに、2/4 位置に設定した結果において、高角側
の分解能が若干良いことが分かった。この結果は、X 線
回折理論によるロッキングカーブの非対称性から予想さ
れる結果と一致している。このことから、前述した、減
弱の効果を除くために両者の差分像をとる際には、注意
が必要であることが分かった。 
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表１． アナライザーの各回折条件で得られた判別限界値
hmin と屈折角分解能

図４．DEI 法によるファントムの像
相対強度 2/4 の高角側で撮影した、ファントムのA部分と B部
分の境界近傍の像。h=0~60mmの範囲を示している。矢印は A
部分と B部分の境界である。
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